




























































































れる.其の中例えばPlague (P. pestis) -Tularaemia　　である媒介者(物)として整理され得るものである.




































































































































































































a. A地域に保菌者C望が先客し是れに原因して　　　c. No. I.では現囲性源であったPlに相当す













隙甥流矧･こ独立的立場を附与することを以って識標　　a. No. i皿･ Ⅲに宋ミ類似しながらCヨが
とするならばJ保菌者が流行現地に存在することを　流行現地Aに存在しない場合が恕還される. No.IV








































a. No, fflに対応する型式である.　　　　　　　の範囲に統合したとすればNo. VI-IXは夫ミ







る塾と謂うことになるし, B地に復帰した後発症し　　　d. No. Vに述べたことが殆ど総べて真如こも流
たとすれば次記するNo. Vffl- IXに疑似の型式と　　周されるわけである.
謂うことになる. No. VIは勿論前者の場合を意味　　　塾No. K
してのことである.　　　　　　　　　　　　　　　　a. No. 1 - VIに対応する塾である.













































































































･わけである.型式として言えばNo. IV - 1が疑わ
れてよいことを意味することになる. No.IV -VH
関係者を本流行に求めてみると甥在迄の調査でほ































































































































































































































































































































































Endogenous Infection-Transmission　とは区別され　　汚染経路に就いて考察を進めてみる. (Or :感染
ねばならない.　　　　　　　　　　　　　　　　　源･Ⅴ :媒介体　Ob :感染対象.〕
4.体内性の場合はJ媒介者は勿論保菌状態に在　　　a.直接汚染･間境汚染









































































































































































































iii. No. 1 - IV�"V　に放ける解説は叙上に準ず













































































































































































































































































































A/B 100 Ac No. ]



















































































































































































































Tones.&R. B. Little*8> (1931〕 F. S. Tones.,M.























































































































-15: 16く(才〕 - 109: 75(人〕或ほ　　-20
















































































































































































































































































































































































































































































就いて蝿の発生期(IV- V -VI; X -X‖∃〕と赤痢
患者多発期(V�"VI -VI; X�"XI月〕は凡そ平行す
ると謂うJ. F. Taylor28) (^919〕の所見を附記し
ておきたい.猶蝿と赤痢の関係に就いて　Topley &
Wilsonア<0はL. Rogersso) (1913^. P. Manson-
BahrSD (1919) - N. H. Fairley & J. S.K. BoydB望)


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































水素感染Water (borne〕 Inf. (b)食餌感染Food
(borne〕 Inf. (c〕用品(介達)感染Fomitcs (borne〕














Biolけgical lnf. - Transmission並びに機械的感染


















































































































ction Site�"Favourite Site, belective Invasion Regionォ























































































































































































































































































































































































































〔Ⅸ1〕 -静態土壌感染阜tatie Solid I.


















ma duodenale^Ancyloslomiasis〕 Schistoson-a jopome-
um (Shistosomiasis japonica)-Clonorchis sinensis 〔Di-
slomiasis);亦皮膚創傷より感染(Infection of Wo-
und)を起㌻ものとしてほPyogenic bacillus (Puru-
lent Diseases) - Bac. anihracis (Milzbrand〕 Closl-



























































































Cryptogenic I. - Hand-borne I. - Vincent's I.





























































































































































































































































42)高橋圧四郎:志賀塾赤痢菌に因る流行例と　　第l朝〔2).長崎医会誌.31 (11〕 : 780-865, 1956.
其の要因に関する考察並びに原因菌の性状に閲する　　44)高橋庄四郎:同42)第Ⅱ∃乱(未発表.長
知見補遺.第一報〔1〕.長崎医会誌. 30 〔11) :　崎医会誌. 32 (IDに掲載の予定.文献は訪朝に-
1542-1571? 1955.　43)高橋庄四郎:同42)　括掲示される).
(昭. 31. 10. 20受付特別掲載)
